『第回移住労働者と連帯する 全国フォーラム・東海』を振り返って ｢大学と外国人支援｣分科会から見えてきたことを中心に by 渋谷 努
『第回移住労働者と連帯する全国フォーラム・東海』 は､ ｢多民
族・多文化共生の道を地域から創り出そう｣ をテーマに､ 年月





























働､ 教育､ 福祉の現場からの支援者､ さらに地域行政に携わる者という多
様な視点から報告・議論をし､ 地域から ｢多文化共生｣ の道を考えた｡
その後行なわれたの分科会では､ 入管法改変といった時期に見合っ








文に代わった際の留学生との会話から始まり､ その後の ｢外国人問題｣ と
行政との関わり､ それに対する民間組織の支援について話していただいた｡
記念講演の後､ 名無しの震災救援団の鳥井一平氏による南三陸町での支援

























関心の高まりから発足した｡ 愛知の他に東京､ 関西､ 群馬､ 山梨にユース
がある｡ 私たちは､ . 難民を取り巻く社会の状況を良くする . 将来社
会で活躍する人の学びの場となる､ という つの存在目的を掲げ､






















の方に､ 無償で日本語 (特に漢字の読み書き) を教えている｡ 手紙や作文
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＋南山短期大学関口ゼミ
国際子ども学校と連携して､ フィリピン国籍を持つ子どもに基本



















点も利点となっている｡ このようなある程度の専門性と ｢若さ｣ が､ 大学
生が活動する場合の利点となっていた｡














































































いくのか､ また大学で ｢教育｣ するものなのかどうかから検討しなければ
いけないだろう｡ さらにボランティアを授業の一環で行う場合の問題点､
たとえば単位の問題をどうするのか､ ボランティアをすることに対して単
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資料 分科会とテーマ
 入門編：｢外国人問題｣ って何？私たちに何ができるの？






 教育：義務教育年齢 (歳) を超過した外国人の子どもの進路・進
学保障
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